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The purpose of this article is to clarify the actual state of the formation of the local community, which the employer worked on, 

and to obtain suggestions of development projects contributing to the local community in the future, revealed the actual 

situation. It turned out to be difficult to maintain activity. 

 

1. 研究の背景と目的 

不動産経済研究所のよると,2018年の新築マンショ

ン供給予測は,首都圏の都区部では引き続き活発であ

り,埼玉県や千葉県の郊外では駅に近い物件などが増

える見込みである.また,大型再開発の計画が活発にな

っていることから多くの新規居住者が流入することに

なる. 

近年の大手デベロッパーが開発するマンションは,

居住者間のコミュニティを重視する傾向がある.コミ

ュニティ形成のノウハウ,管理運営におけるハード

面・ソフト面をパッケージ化して供給されることが増

えている. 

本研究では,三菱商事（株）と野村不動産（株）が行

った再開発である「ふなばし森のシティ」（以下,森の

シティ）を対象とする.事業主が取り組んだ,地域コミュ

ニティ形成に関する知見を把握し,今後,地域コミュニ

ティに寄与する開発事業の示唆を得ることを目的とす

る. 

2. 調査概要 

森のシティは,三菱商事（株）と野村不動産（株）の

事業主が主導し,居住者の入居前から地域コミュニテ

ィを形成する団体として森のシティ街づくり協議会を

設立させた.設立後 3 年間は事業主が人的コストや初期

の交流イベント開催費などの活動をサポート（以下,サ

ポート期間中）した.4 年目以降は居住者と地元企業に

よる自主運営（以下,サポート期間後）を目指した再開

発である.現在,森のシティ街づくり協議会は,「森のシ

ティ自治会」（Figure1）として船橋市の自治会として登

録されている. 

 

 

 

Table1 Outline of the survey target 

Figure1 Organization chart of self-governing associations 

3. サポート期間中の実態 

Table2 より、イベントには,①新旧住民・企業・大学

等が連携し,ふなばし森のシティ内のコミュニティを

形成することを目的としたものと,②ふなばし森のシ

ティの安全・住環境等に関する取り組みのものがある. 

事業主のサポート期間中は,事業主が資本を投入し

たイベントが 17 件あり,居住者間や居住者と企業会員

の交流を深めるものがある.また、船橋市を拠点とする

プロバスケットボールチームの「千葉ジェッツ」と交

流できるイベントもある. 

4. サポート期間後の実態 

Table2 より、サポート期間後のイベント数は減少し

た.理由として、サポート期間中のイベントは事業主が
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資本を投入したものであり.全てを維持するには自治

会費だけでは成り立たないからである.新しいイベン

トとして「小学生工作教室」が開催されたが 1 回のみ

の開催であり,継続されていない.敬老祝賀会は,船橋市

敬老行事交付金の助成があり,継続して行われている.      

サポート期間後の継続されているイベントは,「夏祭

り」「ハロウィンフェスタ」「スプリングフェスタ」「防

災訓練」である. 

サポート期間後も継続されているイベントの特徴と

して,①居住者間や地域と交流できる,②約半日かけて

開催されている,③季節のイベントである,④イベント

名で内容が認知しやすいことがあげられる. 

継続されていないイベントの特徴として,①開催場

所が森のシティ自治会の企業会員である,②1日以上か

かるイベントである,③森のシティ内の居住者と森の

シティ自治会会員企業の協働イベントである,④森の

シティ自治会以外の団体と協働するイベントであるこ

とがあげられる. 

 

 

 

Table2 Event list during support period and support period 

5. まとめ 

森のシティは,事業主が地域コミュニティを形成す

るための森のシティ内の居住者と企業による「森のシ

ティ街づくり協議会」を設立させた.設立後 3年間は事

業主が活動をサポートし,4年目以降は森のシティ内の

居住者と地元企業による自主運営を目指した再開発で

ある. 

サポート期間中に多様なイベントが行われていた.

一方で,サポート期間後はそれらのイベントは,継続さ

ていないものが多数であった.その理由として,サポー

ト期間中は事業主が資本を投入したイベントであり,

サポート期間後に維持するには自治会費だけでは成り

立たないからである. 
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